






























武 田 佳 宏
プラズマの電子密度の時間的変化を1J上SeC.程度の時間分解で測定するために建設中の2









藤 田 俊 弘
光通信は既に実用域に達し,高速化,多重化を目指して各種素子の開発が行なわれているが,
光源に対してはスペクトル拡がり及び発振波長の安定性が問題となる｡そこで本研究では,光
子相関法を用いて単一モー ド半導体 レー ザーのスペクトル巾を測定し,従来よりも極めて狭い
結果を得た｡また回折格子を制御素子として用いることにより,多モード半導体レーザーを任
意の波長で安定に単一モー ド化した｡この時のスペクトル巾も単一モードレーザーと同様の結
果を得た｡
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